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はじめに

昭和47年の財団設立とともに研究助成が開始され1,041編の研究論文1）が生み出された。

これまでの38年間の４期（「第1～ 4次国民健康づくり運動」政策を基準に分類）にヘルスケ

アに関わる専門家がどのようなテーマに関心を持ち、研究を行ってきたかを調査した。デー

タの分析はテキストマイニングの手法2-7）を用い、質的帰納的に行なうために報告書に書か

れた生データを繰り返し読み、全体を理解した。そして未加工データをExcelに入力して、

報告書の電子テキスト化を行った。次に、解析ソフトウェアとして、KH Coder（ver.2.00） 

とText Mining Studio（数理システム）を用いて内容分析した。

結　果

38年間の全成果報告書のテキストデータは、文章数161,480、総抽出語数3,172,487語、

分析対象語数1,275,652語であり、異なり語数118,583語、分析対象異なり語数91,185語

であった。

1） 全報告書の上位20頻出語

頻出語上位5語の使われ方について、KWICコンコーダンスで分析した。「細胞」は7,292

回出現しているが、「肝細胞」「細胞障害」「細胞治療」「細胞株」「癌細胞」「骨芽細胞」「内

皮細胞」「腸管細胞」「神経細胞」等の文脈で使用されていた。「血」は4,868回出現して

いるが、「虚血性」「冠血流」「採血」「血清」「高脂血症」「観血的」「脳血管」「便潜血」等

の文脈で使用されていた。「癌」は4,589回出現しているが、「癌患者」「癌免疫」「大腸癌」

「癌抗原」「癌治療」「腺癌」「癌遺伝子」「癌組織」等の文脈で使用されていた。「患者」は

4,067回出現しているが、「生活習慣病患者」「糖尿病患者」「透析患者」「患者背景」「対象患者」

「患者血清」等の文脈で使用されていた。「調査」は3,461回出現しているが、「疫学調査」「満
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足度調査」「質問紙調査」「面接調査」等の文脈で使用されていた（表1）。

2） 各年度の上位10の頻出語

年度毎に表れる頻出語には、国民健康づくり運動の政策が反映された特徴語が見られる

（表2）。

3） 共起ネットワーク

我が国の国民健康づくり政策を基準に、報告書を次の４期に分類して共起ネットワーク（サ

ブグラフ媒介）を作成した。

①第１期：第１次国民健康づくり対策開始（1978年～ 1987年）

当期10年間の成果報告書のテキストデータは、文章数51,521、総抽出語数936,906語、

分析対象語数379,390語であり、異なり語数50,766語、分析対象異なり語数37,390語であ

った。

研究内容は、健康の増進、健康診断、成人病に関する業績が多くみられ、疾患では胃がん、

脳卒中、糖尿病、肝炎、循環器疾患であった。

第１期の報告書の全文章を統合した共起ネットワークの構造は、「血」と「健康」が中心
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軸となり、「血圧」「心」「地域」「調査」が

他との結節点となっていた。主な結びつき

としては「血-高血圧-負荷-運動」、「健康

-地域-調査-対象-方法」「糖尿-患者-疾

患-死亡」が見られた（図1）。

②第２期：第2次国民健康づくり対策：アクティブ80ヘルスプラン（1988年～ 1999年）

当期12年間の成果報告書のテキストデータは、文章数65,100、総抽出語数879,339語、

分析対象語数429,272語であり、異なり語数60,605語、分析対象異なり語数60,605語であ

った。

研究内容は、がん関係、健康問題、

集団検診に関する業績が多くみられ、

疾患では循環器系、糖尿病であった。

第2期の報告書の全文章を統合した

共起ネットワークの構造は、「健康」「細

胞」が中心軸となり、「検診」「腫瘍」

が他との結節点となっていた。主な結

びつきとしては「健康-調査-実施-検

診-実施-大腸-検査」、「細胞-組織-腫

瘍」が見られた（図2）。

③第３期：第3次国民健康づくり対策：健康日本21（2000年～ 2012年） 

当期13年間の成果報告書のテキストデータは、文章数44,859、総抽出語数1,005,989語、

分析対象語数423,935語であり、異なり語数43,481語、分析対象異なり語数36,077語であった。

研究内容は、成人病の予防や治療に関する業績が多くみられ、とくに生活習慣病の克服の
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ための研究が増加している。内容は、「細胞」

という語に象徴されるように、マクロの基

礎研究へと向かっている。

第3期の報告書の全文章を統合した共起

ネットワークの構造は、「細胞」が中心軸

となり、「遺伝子」「発現」「治療」が他と

の結節点となっていた。主な結びつきとし

ては「細胞-遺伝子-マウス-組織」、「活性

-抑制-作用」「癌-治療-患者-障害-脳-神

経」が見られた（図3）。

④第４期：第4次国民健康づくり対策：第2次健康日本21（2013年～ 2017年）

当期2年間の成果報告書のテキストデータは、文章数4,706、総抽出語数142,631語、分

析対象語数63,373語であり、異なり語数8,840語、分析対象異なり語数7,254語であった。

研究内容は、高齢者に対する医療や保健

等に関する業績が多くみられ、疾患では膵・

肝疾患や慢性腎臓病であった。

第4期の報告書の全文章を統合した共起

ネットワークの構造は、「細胞」「研究」が

中心軸となり、「発現」「疾患」が他との結

節点となっていた。主な結びつきとしては

「研究-患者-治療-開発-分子」、「細胞-発

現-癌-大腸」「肥満-脂肪-マウス-投与-

抑制」が見られた（図4）。

4） 階層的クラスター分析

各期の出現パターンの傾向を把握した。内容は、概ね中高年・高齢者向けの医学・医療、

保健及び福祉・介護等に関する調査研究であった（図5）。

全抄録集は、５つのクラスターに分類された。
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a）健康年齢を引き上げるための健康診

断の諸問題、b）以前は成人病と呼ばれた

生活習慣病の原因究明・予防・治療に関

する問題、c）中高年者や高齢者の保健・

福祉の向上を目指したヘルスプロモーシ

ョンに関する問題、d）遺伝子解析を中心

としたマクロ的な課題、e）がん（癌）の

予防・治療を主とした基礎研究の課題、

であった。

考　察

1） 全報告書の頻出語分析

頻出語の第１位の語は、「細胞」であり、「肝細胞」や「神経細胞」のように器官名を冠さ

れて使用されることが多い。頻出語の第2位の語は、「血」で、血液を表現する語であるが、「虚

血性心疾患」や「高脂血症」のように様々な文脈で使われている。頻出語の第3位の語は、「癌

（がん）」であり、生活習慣病対策と併行してがん対策は永遠のテーマであると考えられる。

2） 各年度の上位10の頻出語

年度毎に表れる頻出語と「第1 ～ 4次国民健康づくり運動」とを見比べると、ヘルスケア

に関わる専門家がどのようなテーマに関心を持ち、研究を行なうかは政策と密接に関連して

いることがわかる。

3） 共起ネットワークの構造分析と解釈

各期の研究を共起ネットワークにして俯瞰すると、ヘルスプロモーションの推進に腐心す

る研究者の姿勢やその時代に関心が集中した疾患が把握できる。

4） クラスター分析

38年間の各年度に特徴的な言葉を探るためにクラスター分析を行った。これにより各期

の抽出語の全体的布置において、年代ごとに語の使われ方がいかに異なっていたのか、どの

年代とどの年代の内容が似通っていたのかといったことが俯瞰できる。
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要　約

全研究業績集の計量テキスト分析を実施することにより、各期の研究傾向や特長や重要語、

キーワードが抽出され、出現頻度や同時出現関係等を分析することにより、各期の助成研究

内容の変遷が整理できた。内容は、生活習慣病をはじめとした中高年・高齢者の病気の予防

と治療に関する研究、また、対象が生涯を通じて健やかで充実した生活を過ごせる豊かな長

寿社会を築くことに寄与する研究であった。
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